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無担保、無保証人、低利子で融資

～マル経融資制度～
利子補給（1％）制度が利用できます！

　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改

善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により

「日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問

い合わせください。 22－8330

担保、保証人 不　要

保証協会の保証 不　要

貸 付 限 度 額 1,500 万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年 1.85％（平成 23 年11月1日現在）

融 資 対 象 小規模事業者：従業員 20人以下
（商業、サービス業は5人以下）

会議所は企業の要、地域の灯

201111
会員数1,003名

会員増強にご協力ください 新会員を募集！
～皆様のお知り合いをご紹介ください～

LOBO 9月結果　業況は5ヵ月ぶりに悪化
～生産は徐々に回復も、円高が影響～

経済底流を読み解く

世界経済の減速懸念で
　　　　　わが国の景気回復にも黄信号
～リスクへの備えが必要～

館山市からのお知らせ

～「館山市暮らしの便利帳」広告主を募集します～

『手づくりPOPのつくり方』セミナーのご案内
青年部の窓

『第30回南総里見まつり
　宮城・房総Ｂ級グルメまつり』皆様のおかげで大盛況！

10月18日 館山港多目的観光桟橋に寄港した「おがさわら丸」
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商
工
会
議
所
と
は
、
法
律
（
商

工
会
議
所
法
）
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
た
、
わ
が
国
唯
一
の
地
域
総

合
経
済
団
体
で
す
。

　

事
業
規
模
や
業
種
を
問
わ
ず
、

全
て
の
商
工
業
者
を
基
盤
と
し
、

地
域
経
済
の
振
興
な
ら
び
に
地
域

社
会
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
は
、
現
在
全
国
各

地
に
５
０
０
余
、
県
内
に
は
21
の

会
議
所
が
あ
り
、
会
員
を
そ
の
事

業
活
動
の
推
進
母
体
と
し
て
い
ま

す
が
、
法
律
に
よ
り
「
地
域
内
す

べ
て
の
商
工
業
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
発
展
を
図
る
」
と
い
う
使
命

も
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
極
め
て
公
共
性
の
高
い
団
体

と
し
て
営
利
や
特
定
者
の
利
益
を

目
的
と
せ
ず
、
地
域
商
工
業
者
の

振
興
の
た
め
、
直
接
・
間
接
に
皆

様
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
よ
う

次
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

◇
行
政
へ
の
建
議
・
要
望
・
意
見

活
動

◇
情
報
収
集
・
提
供

◇
会
員
交
流

◇
人
材
育
成

◇
労
働
・
求
人
支
援

◇
経
営
相
談

◇
会
員
の
福
利
厚
生

　

そ
こ
で
当
会
議
所
で
は
事
業
活

動
を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
、
商

工
業
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
商
工

業
者
以
外
の
方
も
商
工
会
議
所
事

業
の
運
営
に
ご
参
加
頂
け
る
よ

う
、
会
員
資
格
を
大
幅
に
拡
大
致

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
お
知

り
合
い
を
是
非
ご
紹
介
下
さ
い
。

　

会
員
資
格
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

（
館
山
市
内
で
自
己
の
名
を
も
っ

て
事
業
活
動
を
行
う
個
人
）

①
医
師
②
歯
科
医
師
③
助
産
師
④

弁
護
士
⑤
公
認
会
計
士
⑥
司
法
書

士
⑦
税
理
士
⑧
行
政
書
士
⑨
弁
理

士（
館
山
市
内
で
事
業
活
動
を
行
う

団
体
）

①
協
同
組
合
②
信
用
金
庫
③
労
働

金
庫
④
公
社
⑤
経
済
関
係
団
体
⑥

医
療
法
人
⑦
社
会
福
祉
法
人
⑧
弁

護
士
法
人
⑨
監
査
法
人
⑩
税
理
士

法
人
⑪
特
許
業
務
法
人
⑫
産
学
連

携
商
工
会
議
所
事
業
等
に
係
る
学

校
法
人
⑬
地
域
経
済
の
発
展
、
教

育
・
文
化
・
学
術
の
振
興
、
医
療
・

福
祉
の
増
進
等
に
資
す
る
財
団
法

人
⑭
地
域
経
済
の
振
興
等
に
資
す

る
中
間
法
人
⑮
ま
ち
づ
く
り
・
教

育
・
文
化
・
医
療
・
福
祉
等
の
活

動
を
行
う
特
定
非
営
利
活
動
法
人

⑯
観
光
資
源
等
と
し
て
地
域
経
済

の
発
展
に
貢
献
す
る
宗
教
法
人

※
入
会
に
つ
い
て
は
、
館
山
商
工

会
議
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
22
‐
８
３
３
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

～
ど
ん
な
こ
と
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
～

１
．
巡
回
窓
口
経
営
相
談

　

経
営
・
金
融
・
税
務
・
法
律
・

労
務
・
貿
易
・
技
術
問
題
な
ど

の
経
営
上
の
問
題
で
お
困
り
の
方

や
、
経
営
改
善
に
取
り
組
も
う
と

す
る
会
員
に
対
し
て
、
相
談
・
指

導
・
斡
旋
を
通
じ
て
事
業
繁
栄
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

２
．
窓
口
専
門
相
談

　

複
雑
な
税
務
・
法
律
問
題
な
ど

専
門
的
事
項
に
関
す
る
ご
相
談
に

は
、
当
所
専
門
指
導
員
に
よ
る
相

談
（
要
予
約
）
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

３
．
記
帳
指
導
・
相
談

　

記
帳
の
仕
方
か
ら
年
末
調
整
・

決
算
・
申
告
手
続
き
ま
で
の
一
貫

し
た
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

４
．
記
帳
代
行

　

個
人
事
業
所
の
記
帳
代
行
（
代

行
手
数
料
：
応
相
談
）
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

５
．
労
働
保
険
事
務
組
合

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
う
と
労

働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
労
働
保
険
に
は
、
保
険

料
の
申
告
納
付
手
続
き
や
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
に
関
す
る
手
続
き

（
労
働
者
の
入
社
、
退
社
時
の
届
け

出
等
）
が
あ
り
、
事
業
主
に
は
、

そ
れ
が
煩
わ
し
く
負
担
と
な
っ
て

い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
主
が
行
う
べ
き
労
働
保
険
事

務
を
政
府
が
認
可
し
た
労
働
保
険

事
務
組
合
が
事
業
主
よ
り
委
託
を

受
け
代
行
し
ま
す
。

会
員
増
強
に
ご
協
力
く
だ
さ
い　

新
会
員
を
募
集
！

～
皆
様
の
お
知
り
合
い
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
～
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【
マ
ル
経
融
資
制
度
】

　

事
業
所
の
資
金
需
要
に
お
応
え

す
る
た
め
に
、
無
担
保
・
無
保
証

人
・
低
金
利
（
Ｈ
23
．
10
月
現
在
：

年
１
．
85
％
）
で
、
館
山
商
工
会

議
所
会
頭
の
推
薦
に
基
づ
き
融
資

が
可
能
と
な
る
マ
ル
経
融
資
制
度

（
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

ご
利
用
条
件

◎�

従
業
員
（
家
族
従
事
者
、
パ
ー

ト
、
法
人
の
役
員
除
く
）
が
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
名
以
下
、

製
造
業
・
そ
の
他
は
20
名
以
下

の
小
規
模
事
業
者

◎�

地
区
内
で
１
年
以
上
事
業
を
営

ん
で
い
て
、
商
工
会
議
所
の
経

営
指
導
を
受
け
て
い
る
こ
と

◎�

納
期
の
到
来
し
て
い
る
所
得
税

（
法
人
税
）、
事
業
税
、
住
民
税

を
完
納
し
て
い
る
こ
と

◎�

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
非
融

資
対
象
業
種
で
は
な
い
こ
と

※
な
お
、
館
山
市
か
ら
の
１
％
利

子
補
給
制
度
（
融
資
実
行
後
３
年

間
以
内
）
に
よ
り
、「
マ
ル
経
融

資
」
の
実
質
金
利
が
年
０
．
85
％

（
Ｈ
23
．
10
月
現
在
）と
な
り
ま
す
。

利
子
補
給
制
度
は
、「
マ
ル
経
融
資
」

を
受
け
、
且
つ
、
市
税
を
完
納
し

て
い
る
方
（
法
人
に
あ
っ
て
は
代

表
者
を
含
む
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
建
議
・
要
望
・
意
見
活
動
】

　

国
や
県
・
市
の
施
策
に
会
員
の

意
見
、
商
工
業
者
の
意
見
を
反
映

さ
せ
ま
す
。
景
気
対
策
、
税
制
問

題
、
中
小
企
業
振
興
策
、
地
域
開

発
な
ど
の
商
工
業
の
振
興
に
密
接

に
絡
む
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
会

員
の
皆
様
の
意
見
を
十
分
汲
み
上

げ
、
国
・
県
・
市
に
対
し
提
言
・

要
望
を
し
ま
す
。

【
人
材
は
企
業
の
財
産
で
す
】

　

円
滑
な
人
材
確
保
、
効
果
的
な

人
材
育
成
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
が
働
く
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、

自
分
自
身
の
能
力
を
高
め
て
い
く

た
め
に
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た

「
人
づ
く
り
」
を
多
角
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

①�

検
定
試
験
→
人
材
の
育
成
と
技

術
・
技
能
の
振
興
普
及
の
た
め
、

「
日
商
簿
記
検
定
」「
そ
ろ
ば
ん

検
定
」「
ネ
ッ
ト
検
定
」
な
ど

の
各
種
検
定
試
験
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
社
員
の
能
力
開
発
、

自
己
啓
発
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

②�

従
業
員
表
彰
→
永
年
勤
続
優
良

従
業
員
表
彰
を
館
山
市
長
・
商

工
会
議
所
会
頭
の
連
名
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

【
安
心
は
企
業
の
も
う
一
つ
の
力
】

　

企
業
、
経
営
者
、
従
業
員
、
そ

れ
ぞ
れ
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め

に
、
商
工
会
議
所
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
、
安
価
で
安

心
な
各
種
「
保
険
・
共
済
制
度
」

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

①
な
の
は
な
共
済

・�

役
員
及
び
従
業
員
の
福
利
厚
生

制
度
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま

す
。

・�

病
気
、
災
害
に
よ
る
死
亡
か
ら

事
故
に
よ
る
入
院
ま
で
、
業
務

上
・
業
務
外
を
問
わ
ず
24
時
間

保
障
さ
れ
ま
す
。

・�

１
年
ご
と
に
収
支
計
算
を
お
こ

な
っ
て
、
剰
余
金
が
生
じ
た
場

合
に
は
配
当
金
と
し
て
お
返
し

い
た
し
ま
す
。

・�

商
工
会
議
所
独
自
の
給
付
制
度

（
見
舞
金
・
祝
金
等
）
が
付
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
、損
金
算
入
で
き
る
「
特

定
退
職
金
共
済
制
度
」
や
「
終
身

医
療
保
険
」
な
ど
も
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

②
火
災
共
済

・�

火
災
は
も
ち
ろ
ん
、
台
風
の
災

害
や
盗
難
な
ど
も
ワ
イ
ド
に
補

償
・�
掛
金
が
安
く
、
経
費
削
減
に
役

立
ち
ま
す

・�

火
災
、
落
雷
、
破
裂
爆
発
、
風

災
雪
害
、
物
体
の
落
下
衝
突
、

騒
じ
ょ
う
労
働
争
議
、
水
濡
れ
、

盗
難
、
水
災
他
各
種
災
害
の
損

害
に
対
応
し
ま
す
。

③
小
規
模
企
業
共
済

・�

小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
ま

た
は
会
社
等
の
役
員
の
方
が
廃

業
や
退
職
さ
れ
た
場
合
、
そ
の

後
の
生
活
の
安
定
あ
る
い
は
事

業
の
再
建
な
ど
の
資
金
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
共
済
制

度
で
す
。

④
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

・�

取
引
先
の
倒
産
の
影
響
を
受
け

て
、
自
ら
連
鎖
倒
産
に
追
い
込

ま
れ
る
事
態
を
防
止
し
、
経
営

の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

【
会
館
の
ご
利
用
】

　

各
種
会
議
、
面
接
、
講
習
会
、

研
修
会
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
会
議
室
の
種
類
、
大
き
さ
、

料
金
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
経
営
に
役
立
つ
情
報
を
多
角

的
に
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
】

　

経
営
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境

変
化
を
的
確
に
捉
え
た
最
新
情
報

や
館
山
商
工
会
議
所
の
取
り
組
み

や
会
員
な
ど
を
紹
介
す
る
、
会
報

「
商
工
会
議
所
だ
よ
り
」
を
、
毎

月
１
回
会
員
企
業
へ
お
届
け
し
ま

す
。
ま
た
、
経
営
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
知
識
や
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
を
提
供
す
る
講
習
会
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
適
宜
更
新
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
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処
理
加
工
業
）、「
円
高
に
も
関
わ

ら
ず
、
原
材
料
の
仕
入
価
格
が
低

下
し
な
い
。
受
注
単
価
は
据
え
置

か
れ
て
お
り
、
利
益
の
確
保
が
困

難
」（
自
動
車
部
品
製
造
業
）

【
卸
売
業
】

「
営
業
所
が
東
北
に
あ
り
、
発
電

機
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
復
旧
関
係
資

材
の
売
上
が
堅
調
」（
機
械
器
具
・

作
業
工
具
卸
売
業
）、「
資
材
の
調

達
や
取
引
先
へ
の
納
入
に
時
間
を

要
し
、
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
残
業
代
が
か
さ
み

人
件
費
が
増
え
て
い
る
」（
建
材

卸
売
業
）、「
台
風
の
影
響
で
生
鮮

食
品
の
仕
入
価
格
が
上
昇
す
る

も
、
上
昇
分
を
販
売
価
格
に
転
嫁

で
き
ず
、
利
益
が
減
少
」（
食
料

品
卸
売
業
）

【
小
売
業
】

「
東
北
３
県
の
新
米
が
敬
遠
さ
れ

て
い
る
」（
米
穀
類
小
売
業
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】

「
台
風
の
影
響
で
、
野
菜
の
仕
入

価
格
が
上
昇
し
、
採
算
が
悪
化
」

（
旅
館
）、「
原
発
事
故
の
影
響
で
、

外
国
人
の
観
光
客
数
が
依
然
と
し

て
低
迷
」（
旅
館
）、「
夏
場
の
電

力
使
用
制
限
令
が
終
了
し
た
た

め
、
秋
以
降
、
企
業
の
生
産
活
動

は
震
災
前
の
水
準
と
同
等
か
そ

れ
以
上
の
回
復
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
自
社
の
受
注
増
を
期
待
」（
運

送
業
）

　

９
月
30
日
に
発
表
し
た
商
工
会

議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期
景
気
観

測
）
調
査
の
９
月
結
果
で
は
、
全

産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
が
前
月
か

ら
３
．
１
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
マ

イ
ナ
ス
39
．
６
と
な
っ
た
。
東
日

本
大
震
災
の
発
生
後
、
業
況
が
大

幅
に
悪
化
し
た
４
月
以
来
、
５
カ

月
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し

た
。

　

産
業
別
で
は
、
製
造
、
小
売
、

サ
ー
ビ
ス
の
３
業
種
で
マ
イ
ナ
ス

幅
が
広
が
っ
た
。
こ
の
う
ち
製
造

業
は
、
自
動
車
を
中
心
に
生
産
の

回
復
や
増
産
が
本
格
化
し
て
い
る

も
の
の
、
円
高
に
伴
う
輸
出
の
減

少
や
取
引
先
か
ら
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
要
請
、
さ
ら
に
原
材
料
価
格
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
業
況
が
悪
化
。

「
原
材
料
費
の
増
加
と
原
油
高
に

よ
る
燃
料
価
格
の
高
騰
が
採
算
を

悪
化
さ
せ
て
い
る
」（
窯
業
・
土

石
製
品
製
造
業
）
と
い
っ
た
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
、

消
費
者
の
先
行
き
不
安
に
伴
う

購
買
意
欲
の
低
下
に
加
え
、
台

風
が
売
上
や
採
算
に
大
き
く
影

響
。「
大
雨
で
来
客
数
が
減
少
し
、

秋
物
衣
類
の
売
れ
行
き
が
低
迷
」

（
商
店
街
）
、
「
風
水
害
に
よ
り
食

料
品
の
仕
入
価
格
が
上
昇
」
（
食

堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。
さ
ら
に
円
高
に

対
し
て
は
、
「
商
品
の
仕
入
価
格

が
低
下
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

は
感
じ
な
い
」（
商
店
街
）
と
い
っ

た
声
が
多
い
。

　

一
方
、
建
設
業
は
、
震
災
か
ら

の
復
興
需
要
に
加
え
、
省
エ
ネ
や

耐
震
工
事
な
ど
の
発
注
が
増
加

し
、
業
況
Ｄ
Ｉ
は
改
善
。「
震
災

復
旧
工
事
の
発
注
で
、
徐
々
に
忙

し
く
な
っ
て
き
た
」（
一
般
工
事

業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
項
目

別
で
は
、
全
産
業
合
計
の
「
売
上
」

「
採
算
」「
資
金
繰
り
」「
仕
入
単

価
」が
前
月
か
ら
悪
化
。「
従
業
員
」

も
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。

　

向
こ
う
３
カ
月
（
10
～
12
月
）

の
先
行
き
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
（
９
月

比
ベ
ー
ス
）
が
マ
イ
ナ
ス
33
．
０

と
、
９
月
か
ら
６
．
６
ポ
イ
ン
ト

改
善
す
る
見
込
み
。
復
興
需
要
の

増
加
や
自
動
車
の
増
産
が
期
待
さ

れ
、「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
が

生
産
計
画
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い

る
」（
自
動
車
・
付
属
品
製
造
業
）

と
い
っ
た
声
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

今
冬
も
電
力
供
給
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
電
力
供
給

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
電
気
を
使
わ
な
い
暖
房
器

具
が
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
節
電
関

連
商
品
の
売
上
が
徐
々
に
増
加
し

て
い
る
」（
総
合
ス
ー
パ
ー
）
と

の
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
同
時
に
、
製
造
業
を
中

心
に
、
円
高
の
長
期
化
に
伴
う
受

注
の
減
少
や
採
算
の
悪
化
を
懸
念

す
る
声
も
多
い
。「
円
高
の
長
期

化
に
伴
う
受
注
の
減
少
や
採
算
の

悪
化
を
懸
念
す
る
声
も
多
い
。「
円

高
の
影
響
で
、
取
引
先
が
生
産
拠

点
を
海
外
へ
移
転
す
れ
ば
受
注
が

さ
ら
に
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
」（
一
般
産
業
用
機
械
製

造
業
）、「
現
在
の
円
高
水
準
が
続

け
ば
、
メ
ー
カ
ー
の
海
外
で
の
部

品
調
達
や
現
地
生
産
が
加
速
し
、

国
内
の
生
産
量
が
減
少
す
る
見
込

み
」（
鉄
素
形
材
製
造
業
）
と
い
っ

た
コ
メ
ン
ト
が
目
立
つ
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
も
、

「
取
引
先
が
円
高
で
売
上
が
悪
化

し
た
た
め
、
当
社
に
対
し
運
賃
の

値
下
げ
を
要
求
。
今
後
は
仕
事
の

減
少
も
懸
念
し
て
い
る
」（
運
送

業
）
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴

的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お

り
。

【
建
設
業
】

「
公
共
施
設
の
耐
震
化
や
下
水
道

工
事
な
ど
公
共
事
業
の
動
き
が
出

て
お
り
、
徐
々
に
仕
事
が
増
え
て

い
る
」（
一
般
土
木
建
築
工
事
業
）、

「
県
が
実
施
す
る
省
エ
ネ
・
新
エ

ネ
設
備
導
入
経
費
の
一
部
を
助
成

す
る
省
エ
ネ
・
グ
リ
ー
ン
化
推
進

事
業
費
補
助
金
の
募
集
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
建
設
業
界
へ
の
波
及

効
果
に
期
待
」（
一
般
土
木
建
築

工
事
業
）、「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
終
了
後
、
建
築
件
数
が
昨

年
の
水
準
ま
で
減
少
。
今
後
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
見
通
し
」（
建

築
工
事
業
）

【
製
造
業
】

「
円
高
の
影
響
で
、
親
会
社
が
海

外
か
ら
の
部
品
調
達
を
増
や
し
て

お
り
、
受
注
が
減
少
」（
鉄
鋼
業
）、

「
燃
料
費
調
整
（
原
燃
料
価
格
の

変
動
分
を
電
力
料
金
に
反
映
さ
せ

る
制
度
）
に
伴
う
電
力
料
金
の
上

昇
に
よ
り
、
毎
月
60
～
70
万
円
も

経
費
が
増
え
て
い
る
」（
金
属
熱

LOBO
9月結果

業
況
は
５
カ
月
ぶ
り
に
悪
化

～
生
産
は
徐
々
に
回
復
も
、
円
高
が
影
響
～

全産業合計の業況DIの推移（平成14年1月～23年9月）
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会議所窓口相談

商工相談

　金融相談

毎週水曜日
（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

日本政策金融公庫

特別金融相談日

毎月第3金曜日
（事前にご連絡下さい）

　

わ
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）
は
、
昨
年
の
10
～
12
月
期
か

ら
今
年
４
～
６
月
期
ま
で
３
期
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
こ
の

背
景
に
は
、
昨
年
末
に
か
け
て
打

ち
出
さ
れ
た
経
済
対
策
の
息
切
れ

に
加
え
て
、
今
年
３
月
大
震
災
の

影
響
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
震
災
以
降
の
わ
が
国

の
経
済
活
動
を
見
る
と
、〝
現
場

力
〟
に
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。
現
在
の
す
う

勢
が
続
け
ば
、
７
‐
９
月
期
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
対
前
期
比
で
４
％
を
超
え

る
プ
ラ
ス
成
長
に
な
る
と
み
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、

わ
が
国
の
経
済
に
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
懸
念
要
素
は
な
い
。

　

一
方
、
海
外
経
済
に
目
を
転
じ

る
と
、
心
配
な
要
素
が
め
じ
ろ
押

し
だ
。

　

ま
ず
、
世
界
経
済
の
中
心
で
あ
る

米
国
で
は
、
不
動
産
市
場
の
低
迷

に
加
え
て
失
業
率
が
高
止
ま
り
し

て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
家
計
部
門

の
消
費
が
短
期
間
に
盛
り
上
が
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
財

政
状
況
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
オ
バ

マ
政
権
の
景
気
刺
激
策
に
も
制
約

が
掛
か
る
だ
ろ
う
。
経
済
専
門
家

の
間
で
は
、「
再
び
景
気
が
落
ち
込

む
〝
二
番
底
〟
の
可
能
性
が
高
ま
っ

て
い
る
」
と
の
指
摘
が
出
て
い
る
。

　

欧
州
の
深
刻
な
ソ
ブ
リ
ン
リ
ス

ク
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
収
束
の
道

が
見
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
債
務
不
安
国
の
債
権
を
大
量

に
抱
え
る
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
大
手

金
融
機
関
の
経
営
悪
化
懸
念
が
広

が
っ
て
お
り
、
す
で
に
一
部
の
金

融
機
関
で
は
、
資
金
繰
り
に
苦
し

ん
で
い
る
と
の
観
測
も
出
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
、
Ｅ

Ｕ
の
景
気
回
復
の
速
度
が
鈍
っ
て

い
る
。
Ｅ
Ｕ
の
牽
引
役
で
あ
る
ド
イ

ツ
経
済
に
も
息
切
れ
感
が
出
て
お

り
、
今
後
、
株
式
や
為
替
な
ど
の

金
融
市
場
の
動
向
次
第
で
は
、
ソ

ブ
リ
ン
リ
ス
ク
の
波
が
ギ
リ
シ
ャ

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に

波
及
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
世
界
経
済
の
不
透

明
要
因
は
、
中
国
な
ど
主
要
新
興

国
に
お
け
る
景
気
減
速
の
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
新
興

国
の
多
く
は
、
い
ず
れ
も
イ
ン
フ

レ
懸
念
を
抱
え
、
引
き
締
め
型
の

金
融
政
策
を
採
り
始
め
て
い
る
。

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の
懸
念

は
収
ま
る
兆
候
を
見
せ
て
い
な
い
。

　

特
に
、
中
国
で
は
足
元
の
物
価

上
昇
率
が
６
％
を
超
え
、
食
糧
品

価
格
の
高
騰
な
ど
で
庶
民
の
暮
ら

し
に
大
き
な
圧
迫
感
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
内
に
大
規
模
な
不

動
産
バ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
中
国

は
、
そ
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

政
府
が
金
利
の
引
き
上
げ
を
継
続

す
る
と
見
ら
れ
る
。

　

問
題
は
、
各
国
の
政
治
が
こ
れ

ら
の
課
題
に
対
し
て
有
効
な
対
策

が
打
て
る
か
否
か
だ
。
米
国
で
は
、

オ
バ
マ
政
権
と
共
和
党
が
、
危
機

感
を
共
有
し
な
が
ら
一
枚
岩
の
体

制
で
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
恐
ら
く
、
経
済

や
金
融
に
大
き
な
混
乱
を
招
く
こ

と
な
く
解
決
へ
の
道
が
見
え
て
く

る
だ
ろ
う
。

　

Ｅ
Ｕ
に
関
し
て
も
、
牽
引
役
で

あ
る
ド
イ
ツ
政
府
が
国
内
世
論
を

ま
と
め
て
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
な
ど
へ
の
積
極
的
な
救
済
策

を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ソ
ブ

リ
ン
リ
ス
ク
の
火
の
勢
い
は
沈
静

化
す
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、

新
興
国
で
も
政
府
が
迅
速
で
効
果

的
な
経
済
政
策
を
実
行
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
急
激
な
イ
ン
フ
レ

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

経
済
底
流
を
読
み
解
く
◆
◆
◆
◆
◆
◆

世
界
経
済
の
減
速
懸
念
で
わ
が
国
の
景
気
回
復
に
も
黄
信
号

～
リ
ス
ク
へ
の
備
え
が
必
要
～
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～会員事業所の財形事務を代行いたします～

館山商工会議所
財形貯蓄事務代行制度
　館山商工会議所では会員サービスの一環と

して「財形貯蓄事務代行制度」に取り組んで

います。

　面倒な財形の事務手続きを事業主に代わっ

て代行いたしまます。

　この機会にぜひ財

形制度の導入をご検

討いただき、当所の

事務代行で財形をス

タートしましょう。

ゆとりのためのこのプラン

「
館
山
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
広
告
主
を
募
集
し
ま
す

　

館
山
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
へ
行
政
情
報
の
ご
案
内
と
し
て
、「
館
山
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
の
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
便
利
帳
は
、
民
間
企
業
と
協
働
で
発
行
す
る
も
の
で
、「
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
」
と
協
定

を
締
結
し
、
市
が
行
政
情
報
の
提
供
及
び
監
修
を
行
い
、
同
社
が
広
告
募
集
、
製
作
、
配
布
業
務
を
行

う
も
の
で
す
。

　

今
回
作
成
す
る
「
館
山
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
は
、
２
年
間
の
保
存
版
と
し
て
、
合
計
２
５
０
０
０

部
を
作
成
し
平
成
24
年
４
月
頃
に
市
内
の
全
世
帯
と
転
入
者
に
無
料
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
単
な
る
行

政
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
情
報
や
医
療
情
報
も
掲
載
し
た
、
Ａ
４
判
カ
ラ
ー
刷
り
１
３
２
ペ
ー
ジ

程
度
の
魅
力
あ
る
内
容
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
株
式
会
社　

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
」
の
担
当
が
、
12
月
末
日
ま
で
の
間
に
広
告
掲
載

の
ご
案
内
に
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
な
お
担
当
者
は
館
山
市
の
市
章
が
入
っ
た
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
着
け
て
い
ま
す
。）
会
員
の
皆
様
に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス　

木
更
津
支
店
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
３
８
‐
２
５
‐
９
０
８
０

『館山市からのお知らせ』
●解雇や配置転換、賃下げやいじめなど、労使間のト
ラブルで悩んでいませんか？お気軽にご相談下さい。
●ご相談は、無料です。
●専門の相談員が電話または面談により対応します。
●ご相談の他に助言・指導制度、あっせん制度等のご
紹介もいたします。
★総合労働相談コーナー（いずれも 祝日を除く月～金 ９時～１７時）

木更津総合労働相談コーナー（TEL0438‐22‐6165）

千葉労働局総合労働相談コーナー（TEL043‐221‐2303）

千葉駅前総合労働相談コーナー
（フリーダイヤル 0120‐250650/TEL043‐246‐4121）

　館山商工会議所では、『福祉制度キャンペーン』を１１
月３０日まで実施しております。
　このキャンペーンは、会員の皆様に『商工会議所福祉
制度』を広くご理解いただき、事業所の福祉向上にお
役立ていただくことを目的としています。『商工会議所福
祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備
のほか、入院・介護・老後に備えた様々な保証ニーズ
にお応えするものです。
　当所の職員やアクサ生命の担当社員がお伺いした際
には、是非ご協力いただきますようお願い申し上げます。

　『ＰＯＰ広告』は、小売店舗で広く用いられている販
促手法です。しかし、用途と効果をきちんと理解してい
ないと、売上にはつながりません。
　そこで今回のセミナーでは、ＰＯＰの概要から、陳列
全体の位置づけ、実際の作り方までを体系的にお教え
いたします。
　主な概要は以下のとおりです。
【日時】平成２３年１１月２４日（木）午後２時～午後４時
【場所】館山商工会議所　会議室
【教材費】会員2,000円　非会員4,000円（当日徴収）
【講座内容】
①手描きＰＯＰとは何？　　②マーカーの上手な使い方
③読みやすい文字を描こう　④拡売コメントの入れ方・考え方
⑤自店ＰＯＰを描こう
※お申込・お問い合わせは、館山商工会議所（TEL22‐8330）まで

職場のトラブル、解決をお手伝いします！

商工会議所福祉制度キャンペーンのお知らせ

手づくりＰＯＰのつくり方～効果抜群！手頃で簡単！～
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先
ず
は
、
本
事
業
が
無
事
に
ま

た
盛
会
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

色
々
な
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

頂
い
た
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
館
山
市
様
、
観
光
協
会
様
、

旅
館
組
合
様
、
山
車
部
会
様
、
コ

カ
コ
ー
ラ
様 

、
筑
波
大
学
様
、
千

葉
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

一
区
様
、
房
日
新
聞
様
、
ベ
イ
エ

フ
エ
ム
様
、
商
工
会
議
所
様
、
館

山
商
工
会
議
所
青
年
部
Ｏ
Ｂ
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
我
が
館
山
商
工
会
議

所
青
年
部
。
我
々
は
、
本
事
業
に

対
し
熱
く
、
そ
し
て
果
敢
に
挑
み
、

成
功
へ
の
道
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
が
目
指
し
た
、
我
々
の
志

し
、
館
山
魂
を
宮
城
県
そ
し
て
気

仙
沼
市
へ
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
。

お
金
で
は
絶
対
買
え
な
い
も

の
そ
れ
は
心
し
か
な
い
の
で

す
。
支
援
金
を
届
け
、
再
生

さ
せ
る
の
は
徐
々
に
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
昨
今
、
我
々
に

と
っ
て
、
ま
た
、
彼
ら
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
そ
れ
は

燃
え
る
心
と
ゆ
ら
ぎ
の
あ
る

思
想
。
商
人
と
商
人
の
暗
黙

の
了
解
の
原
動
、
物
を
売
る

楽
し
さ
、
耳
か
ら
入
っ
て
く

る
皆
さ
ん
の
温
か
い
言
葉
、

祭
り
囃
子
、
に
ぎ
わ
い
の
雑

踏
、
そ
し
て
我
々
仲
間
で
あ

る
こ
と
の
再
認
識
。 

一
人

一
人
が
思
い
を
持
ち
よ
り
、

一
人
一
人
が
色
々
な
事
を
感

じ
心
に
刻
ん
で
い
く
、
そ
う

し
た
共
有
す
る
時
間
が
持
て
ま
し

た
。
連
日
、
宮
城
県
は
じ
め
と
し
、

色
々
な
方
か
ら
お
礼
や
激
励
の
お

言
葉
。
他
の
地
域
の
方
や
県
連
各

単
体
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
至
る
ま

で
参
加
で
き
な
く
と
も
温
か
い
お

言
葉
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
青

年
部
諸
君
の
力
、
協
力
、
団
結
を

こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
青
年
部
と
し
て

「
今
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？
」

「
困
っ
た
時
こ
そ
、
商
人
と
商
人

と
し
て
の
事
業
を
し
よ
う
」
と
い

う
想
い
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
今

回
の
事
業
で
し
た
が
、
様
々
な
困

難
に
直
面
し
何
度
も
あ
き
ら
め
か

け
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
浮
か
ん

で
く
る
の
は
、
物
だ
け
で
な
く
心

ま
で
荒
廃
し
途
方
に
暮
れ
る
ば
か

り
の
宮
城
県
の
仲
間
た
ち
の
様
子

で
し
た
。
当
日
ま
で
失
敗
し
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
不
安
で
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ご
周
知
の
と
お
り

大
盛
況
の
中
、
無
事
に
こ
の
事
業

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

帰
り
際
に
は
大
変
感
謝
さ
れ
、
誇

り
を
持
っ
た
青
年
部
員
も
数
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
経
済
状
況

厳
し
い
昨
今
、
明
る
い
話
題
の
少

な
か
っ
た
青
年
部
で
す
が
、
仲
間

の
為
に
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
よ

う
と
東
奔
西
走
し
た
こ
と
は
今
後

の
自
分
の
事
業
経
営
に
必
ず
役
立

て
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
紙
面
に
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

青
年
部
会
長 

上
條
長
永

千葉支社　木更津営業所
〒292-0838　木更津市潮浜1-17-59
TEL0438-37-9953

青

年

部

の

窓

『
第
30
回
南
総
里
見
ま
つ
り

宮
城
・
房
総
Ｂ
級
グ
ル
メ
ま
つ
り
』

皆
様
の
お
か
げ
で
大
盛
況
！
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千葉高齢・障害者雇用支援センター

独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構では、事業主を対象とした高齢

者及び障害者の雇用支援のための業務を実施しています。

高齢者雇用支援業務　（各種助成金・奨励金の申請受付）
高年齢者等の雇用の促進を図ることを目的に、事業主の方や事業主団体に雇用安定事業に基

づく助成金・奨励金を支給しています。

＜助成金・奨励金一覧＞

◎�中小企業定年引上げ等奨励金

◎�高年齢者職域拡大等助成金

◎�高年齢者雇用確保充実奨励金

障害者雇用支援業務　（各種助成金の申請受付）

事業主や事業主の団体が障害者を新たに雇い入れたり、障害者の安定した雇用を維持するた

めに、作業施設や設備の改善をしたり、職場環境への適応や仕事の習熟のためのきめ細かい

指導を行ったりする場合には、少なからぬ経済的負担がかかることがあります。障害者雇用

納付金制度に基づく助成金は、その負担の軽減を図ることで障害者の雇い入れや継続雇用を

容易にしようとする制度です。

＜助成金一覧＞

◎�障害者作業施設設置等助成金　◎�障害者福祉施設設置等助成金

◎�障害者介助等助成金　　　　　◎�職場適応援助者助成金

◎�重度障害者等通勤対策助成金　◎�障害者能力開発助成金

◎�重度障害者多数雇用事業所施設設置等助成金

詳しい内容は、下記へお問い合わせください　
独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構　千葉高齢・障害者雇用支援センター　　　　

（住所）〒２６１－０００１　千葉市美浜区幸町１－１－３　ハローワークちば５F

（TEL）��043-204-2901（FAX）��043-204-2904

　

なお、平成２３年１０月１日から法人名を「独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構」

に変更することになりました。


